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◆設立の経緯

１９０８年（明治４１年）、北米ペンシルベニアのルーテル教会において、

「日本に女子の学校を」と５ドルの献金がなされた。このことは、多くの

人々の関心を呼び、日本で活動していた女性宣教師や女性信徒たちの祈り

と要望によって、女子教育の場を設ける運動へと大きくふくらんでいった。

そして１９２６年（大正１５年）、この献金に託された夢が実現する形で、

本学院の前身である九州女学院が誕生した。
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九州ルーテル学院大学について 本学の概要 感恩奉仕
Gratitude and Service

①開学

九州女学院短期大学
開学
（～1998年3月まで）

②九州ルーテル学院
大学開学
人文学部人文学科
定員150名（男女共学）
臨床心理学科の設置

③大学院開学
人文学研究科
障害心理学専攻
（修士）（定員5名）

1975年 1997年 2006年 2020年 2022年

⑤ビジョン2020策定
第２期中期計画・
中期目標を策定

⑥大学院

公認心理師養成課程
を開設

2014年

④ビジョン2014策定
第１期中期計画・
中期目標を策定

2023年・・・

⑦学科・専攻等再編
こども専攻を保育・幼児
教育専攻、児童教育専攻
に変更。心理臨床学科
（入学定員50名）に変更



感恩奉仕
Gratitude and Service九州ルーテル学院大学について 本学の概要



九州ルーテル学院大学について 基本理念

◆建学の精神
校訓「感恩奉仕」に則ったキリスト教主義の人格教育

◆教育研究
幅広い教養教育（リベラル・アーツ教育）と専門領域に
おける高度な教育研究

◆社会への貢献
福祉と社会・文化の向上に資する人材の育成
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九州ルーテル学院大学について 目的及び使命

◆大学
キリスト教の精神を基盤にして、教育基本法及び学校教育法の定めに則
り、「感恩奉仕」の学風のもとに、深く専門の学芸を教育研究し、職業
及び社会生活に必要な教育を施し、あわせて情操豊かで国際性に富む全
人的な人間性を滋養し、もって広く福祉と社会・文化の向上に資する人
材を育成する。

（大学学則ー目的及び使命より）

◆大学院
建学の精神に則り、専門的な理念を教授し、精深な学識と研究能力を養
い、もって人類の平和及び文化と福祉の発展に寄与する。

（大学院学則ー目的より）
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九州ルーテル学院大学について 教育目標

グローバルな視野とボランティア精神を培い、専門に関する基
礎を身につけバランスのとれた判断のできる、人間性が豊かで、
対人的配慮を有した人材の育成を図ります。

•志を高く持ち、継続的に努力する人

•確かな倫理感を持ち、社会・文化の向上に貢献する強い意志を
有する人

•本学の理念と特色を理解し、学ぶ意欲の強い人
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感恩奉仕
Gratitude and Service内部質保証の取組

◆中長期計画に基づく質向上の取組

第1期中期目標・中期計画【ルーテルビジョン2014】
（2014～2020）

8つの事項：教育、大学院、研究、募集、就職・進路、社会貢献、経営基盤、教育研究環境

第2期中期目標・中期計画【ルーテルビジョン2020】
（2020～2029）

8つのビジョン：人間形成、教育、学生の受入れ、学生支援、研究、国際感覚、
地域貢献、経営基盤



感恩奉仕
Gratitude and Service内部質保証の体制等の仕組み

◆新たな内部質保証システムの構築（2019年～）

「九州ルーテル学院大
学内部質保証の方針」

策定（2019年）

「期中評価」など自己
点検・評価体制の整備

（2020年）

外部評価委員会の
設置・外部評価の受審

（2020年）
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内部質保証の推進に責任をもつ組織 感恩奉仕
Gratitude and Service

内部質保証推進会議

将来ビジョン
大学予算の編成

学部等に対する大学基準、本学管理台
帳等に照らした取組の実施・指示

教育活動の有効性の検証(フォローアップ･
自己点検・評価)

３つの方針等に基づく教育の企画・設計

検証結果を踏まえた改善・向上策の
実施による教育活動の持続･強化

全
学
・学
部
等
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
好
循
環

学 長

改
善
措
置

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

自己点検・総合評価委員会
（二次評価）（２月）

教育活動の定期的な進捗管理・ヒアリング

点検・評価

・
指
示

学部等（学科・専攻、研究科等）
の予算
中期（年度）計画の策定

点検・評価報告書の作成
（３月）

改善事項・課題等の報告

年度計画の作成（←予算執行）

年度計画の実施・進捗状況の
把握

学部等の計画の達成
状況等の点検・評価
①期中評価（９月）
②一次評価（１月）

次年度計画の作成（３・４月）

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

◆全学の内部質保証システム



感恩奉仕
Gratitude and Service内部質保証の体制等の仕組み

◆内部質保証推進会議の構成メンバー

＜2020年＞
学長、学科長、大学院研究科長、学務・入試センター長、学生支援センター長、
自己点検・総合評価委員会委員長、IR・情報委員会委員長、FD・SD委員会委員長、
事務局長、大学事務部長

＊外部評価委員会からの指摘を受け、公平性・適切性の担保するため構成メンバーを
変更

＜2021年＞
学長、副学長、学長補佐、大学院研究科長、学務・入試センター長、学生支援セン
ター長、自己点検・総合評価委員会委員長、IR・情報委員会委員長、FD・SD委員会
委員長、事務局長、大学事務部長、その他質保証と関わりの深い部署の長、
学外有識者
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感恩奉仕
Gratitude and Service各組織の役割と連携ー教育を中心とした内部質保証システム

学長（内部質保証推進責任者）

自己点検・総合評価委員会

教育活動の定期的
な進捗管理・
ヒアリング

教育活動の有効
性の検証
(フォローアップ･
自己点検・評価)

児童教育専攻 保育・幼児教育専攻 心理臨床学科 人文学研究科

責任者：
人文学科長

児童教育専攻主任

内部質保証方針の策定
✔全学として各学部等、各種委員会
との権限・役割を明確化
教育の質保証に関する規程の整備

責任者：
人文学科長
保育・幼児教育
専攻主任

責任者：
心理臨床学科長

責任者：
研究科長

学科・専攻会議 研究科委員会

３つの方針に基づく教育
の企画・設計（大学基準、
本学の管理台帳等に照
らした取組の実施指示）

検証結果を踏まえた改
善・向上策の実施による
教育活動の持続･強化

人文学科キャリア・
イングリッシュ専攻

責任者：
人文学科長
ＣＥ専攻主任

全
学
・学
部
等
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
好
循
環

外部評価委員会

教務委員会

内部質保証の教育に関する施策推進責任者 = 教務委員会委員長

内部質保証推進会議

③
の
報
告

④
改
善
措
置
・・指
示

① 【Ｐ】 ② 【Ｄ】 ③ 【Ｃ】 ④ 【Ａ】

ＦＤ・ＳＤ委員会
（学生・教員教育改善検討会）

ＩＲ・情報委員会

学生支援懇談会
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感恩奉仕
Gratitude and Service各組織の連携と役割－教育の質保証以外の質保証システム

担当科目

内部質保証推進会議

教育活動の定期的
な進捗管理・
ヒアリング

教育活動の有
効性の検証
(フォローアップ･
自己点検・評
価)

３つの方針に基づく教
育の企画・設計（大学基
準、本学の管理台帳等
に照らした取組の実施
指示）

検証結果を踏まえた改善・
向上策の実施による教育
活動の持続･強化

全
学
・学
部
等
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
推
進
・好
循
環 【Ｐ】 【Ｄ】 【Ｃ】 【Ａ】

ＦＤ・ＳＤ委員会

ＩＲ・情報委員会

学生支援懇談会

大
学
運
営
・
財
務

事
務
局
会
議
・
学
院
財
務
委
員
会

教職員・学生
Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｖｏｉｃｅ委員会

●検証システムの確立
・根拠資料に基づく評価
（データの収集）
・ＩＲ機能の確立
・全学、教育プログラムレベ
ルの自己点検・評価に対する
学外者による検証

①学部等による中期計画・年度計画の策定と実施 ②進捗状況を年次点検・報告書で報告

学科・専攻会議、研究科委員会等

社
会
連
携
・
社
会
貢
献

地
域
連
携
推
進
委
員
会

教
育
研
究
等
環
境

学
長
室
会
施
設
整
備
Ｗ
Ｇ
・
財
務
委
員
会

学
生
支
援

学
生
支
援
委
員
会
／
障
が
い
学
生

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
／
就
職
支
援
委
員
会

学
生
の
受
入
れ

入
試
委
員
会
／
広
報
委
員
会

教
育
研
究
組
織

学
科
長
等
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
学
長
室
会

教
員
・
教
員
組
織

学
科
長
等
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
学
長
室
会

理
念
・
目
的

学
科
長
等
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
／
学
長
室
会

自己点検・総合評価委員会

内
部
質
保
証

学
長
室
会



感恩奉仕
Gratitude and Service学習成果の測定の取組、目的、成果

１）教育改善・学習成果測定

・アセスメントプラン（学部）の策定（2018年～）
アセスメント・ポリシー（大学院）の策定（2021年度～）

・学生・教員教育改善検討会、学生FDの実施（2019年～）

・成績評価ガイドラインの作成（2020年～）

・卒業研究ルーブリックの作成（2020年～）

・ティーチング・ポートフォリオの導入（2020年度～）

・学修評価票（2020年～）、学修ポートフォリオの導入（2021年～）
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感恩奉仕
Gratitude and Service

アセスメント指標を活用した内部質保証

担当科目

ディプロマポリシー

教学改善のための全学組織

教育活動の定期的
な進捗管理・
ヒアリング

教育活動の有
効性の検証
(フォローアッ
プ･自己点検・
評価)

学科・専攻会議

シラバス第三者チェック

３つの方針に基づく教
育の企画・設計（大学基
準、本学の管理台帳等
に照らした取組の実施
指示）

検証結果を踏まえた改善・
向上策の実施による教育
活動の持続･強化

学
部
等

全
学
・
学
部
等
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
推
進
・
好
循
環

教務委員会

内部質保証推進会議

【Ｐ】 【Ｄ】 【Ｃ】 【Ａ】

ＦＤ・ＳＤ委員会

ＩＲ・情報委員会

学生支援懇談会

教授会

雇用先等調査 卒業生へのアンケート調査

教育
課程

科
目

卒業時調査

授業の成績評価

カリキュラムポリシー

カリキュラム

休学率 退学率

成績評価アンケート

教職履修カルテ

授業評価アンケート 環境アセスメント（面談）

修学ポートフォリオ

全
学
共
通
科
目

全
学
専
門
科
目

資
格
科
目

DP到達度 （学
修評価票）

就職率

学生調査

担当教員

学生・教員教育改善検討会

●検証システムの確立
・根拠資料に基づく評価
（データの収集）
・ＩＲ機能の確立
・学習成果の評価
・全学、教育プログラム
レベルの自己点検・評価
に対する学外者による検
証

アドミッションポリシー

①学部等による中期計画・年度計画の策定と実施 ②進捗状況等を年次点検・報告書で報告

自己点検・総合評価委員会

修得単位数

ＧＰＡ

資格取得希望調査

学生調査



感恩奉仕
Gratitude and Service

◆学生調査を教育課程へ（2023年度の学科再編）
（IR・情報委員会/FD・SD委員会との連携）

副専攻科目の設置

データサイエンス科目/サービスラーニング科目 の導入

◆Student Voice委員会、学生・教員教育改善検討会
授業評価アンケート

授業評価の在り方、オンライン授業の方法

基準２（内部質保証）と基準４（教育課程・学習成果の連関）
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Gratitude and Service

２）学修評価票・学修ポートフォリオの導入と質保証の取組

◆学習成果の可視化と把握

基準２（内部質保証）と基準４（教育課程・学習成果の連関）



感恩奉仕
Gratitude and Service

２）学修評価票・学修ポートフォリオの導入と質保証の取組

基準２（内部質保証）と基準４（教育課程・学習成果の連関）



今後に向けて① 感恩奉仕
Gratitude and Service

１）内部質保証体制構築への取組

・内部質保証体制の継続的な見直し

・内部質保証体制の機能強化とエビデンスの蓄積

２）学習成果の把握と可視化

・学修評価票と学修ポートフォリオの継続的な見直しと効果測定

・ディプロマ・サプリメントの導入に向けた取組



今後に向けて② 感恩奉仕
Gratitude and Service

３）大学運営への学生の参画

・小規模校ならではの学生と教職員の距離の近さ

・Student Voice委員会での取組

・学生・教員教育改善検討会、学生FDの取組

４）きめ細やかな学生支援

・アドバイザー、学生支援課、教務課の連携

・学生支援懇談会の実施

・障がいのある学生への学修支援



感恩奉仕
Gratitude and Service大学評価の申請、実地調査に向けた準備

・内部質保証推進に係る体制整備、規程の見直し（2019年～）

・外部評価委員会による外部評価受審（2020年～）

・外部評価委員会からの指摘への対応

・教職員に向けたFD・SD研修会の実施
（管理台帳記載方法/内部質保証システムの説明等）

・他大学の取組事例等のリサーチ（他大学に依頼）

・認証評価WGの設置（2019年～）



感恩奉仕
Gratitude and Service大学評価の申請、実地調査に向けた準備

◆点検・評価報告書の作成、根拠資料の準備における工夫点

・実地調査（2022年10月末）

・評価の視点からこれまでの大学の取組を振り返る（2021年～）

・認証評価WG内で原案を作成（2019年～2020年）

・報告書原案を基に担当者で加筆・修正、教授会、学長室会
での確認（2021年）→提出（2022年3月）

・より説明に適した根拠資料の選択（2021年～）

・自己点検・評価報告書暫定版について事前相談
点検・コメントをいただく（2021年）（大学基準協会/他大学）



感恩奉仕
Gratitude and Service大学評価の申請、実地調査に向けた準備

◆実地調査に向けた準備について（質問事項/面談等への準備）

・実地調査の質問事項/面談等の振り分けは、学長補佐
（点検・評価）、学長室担当事務（事務部長）が実施。

・事前に通知されている「事前質問」をもとに回答担当者を設定
依頼した。

・面談者は内部質保証推進会議の構成員、関係委員長、専攻主任に
当日出勤してもらい、対応できるようにした。

・学生は、対象となる学生を各所管に確認し、依頼。



感恩奉仕
Gratitude and Service終わりに

◆これから評価を受ける方へ

・認証評価は改善と向上への良い機会

・内部質保証への学内意識の醸成と課題

・担当者の苦労

・次期認証評価に向けた継続した取組



感恩奉仕
Gratitude and Service

あえて少人数、やはり教育力
Kyushu Lutheran College
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